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I はじめに
北海道女子短大海外研修規程に基づく研修者として， 1984年 3月23日から 4月5日までの2
週間，私達はオース卜リア及び西ドイツで学ぶ機会を得た。主目的は，オーストリアの経済推





















(2) マイスター試験（ Meister-Priifung親方試験）の受験者のための講習を行うコース ；期
聞は3ヵ月。オースト リアでは，独立して店を持つにはマイスター国家試験に合格した者でな


















あった（写真 2・3）。講師は1964年以来， WiFi において製菓の指導に当っている Franz-
ヴアレンタ
Valenta氏である。次のようなウィ ーンの焼き菓子10種類について実技指導を受けた。












(3) NuBpudding mit Wienchaudeau （クルミのプディング，ワインソース）
すりおろしたクルミを入れたバンプディング。白ワインのソースをかける。 ウィーン菓子に
は，クルミ，アーモンド，くり等，ナッツ類がよく利用されている。
(4) Omelete Suchord・OmeleteSchonbrunn （スシヤール風オムレツケーキ，シェーン
ブルン風オムレツケーキ）






(5) Dampfnudel mit Vanille sauc巴（パン菓子， バニラソース）
生イーストを用いて発酵させた甘いパンだねを小さくまとめ，型に並べ焼き，バニラソース
をかける。チェコ・ ボへミア地方から伝えられた古い菓子である。












(8) Souffierte Topfenpalatschinken mit Vanillecreme （トッ フフンのクレーフ。のスフレ，
ノTニラソ スー）
パラチンケンとはクレーフのことである。クレーフを焼き， トッフフンを使ったク リー ムを
巻いて型に入れ，カスタードクリ ムーをかけて焼く。 バニラソースをかける。軽い夕食代わり
にも使われる菓子である。
(9) Crepes“Suzette”（ク レー プシュゼ、ツ卜）
クレープ中，最も豪華とされるフランスの菓子。クレープの材料に多量の生クリームが入り，
濃厚な点がウィーン風である。






菓子であり，札幌ではあまり見かけぬものである。ウィ ーン菓子は，ヨ ロー ッパ菓子の原点と
も言われるように，これらとは対称的に， 洗練された魅惑的な菓子も数多い。その代表的なも
のは，つやのある美しい色のチョコ レートで覆われたザッハ 卜ルテ（ Sachertort巴）やチョコ
レートクリームをはさみカラメルをかけたリンツアートルテ （Linzertorte ）等，円形の トル
テ類である。 いずれも飾り付けはシンプルで美しい。
渦巻き型のマーブルケーキ（ Gugelhupf ），鹿のくら下肉の形をしたチョコ レートケーキ
( Rehri.icken ）など形もバラエティーに富んでいる。また，謝肉祭に必ず作られる丸いドー
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今日， アメ リカを始め， ヨー ロ ッパ各国の食料状、況や食料政策 ・栄養状態が公表されている
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Zucker und Z uckerwaren……・砂楯類
Homg …………………・”・・・・み つ
Hlilsenfrlichte……”...……H・E 類 I o 5 
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Ziegenm1lch ……・・・・ －－…－ Tギ乳
Magermilch ・・・・・・…………－－脱 Il乳







Pflanzliche Ole ………”••••• •＇…・植物油
Fischole ……………………” 動物性脂肪
S chlachtf ete (P roduktgewicht）魚油
Fette und Ole (in Rein[ et）・・山 純脂肪
Gemlise ・ ・ ……...........”........野菜
Frischobst………・・・・ ・・ 果 実
Zitrusfrlichte －・山山山・山山”… カンキツ類
Trockenobst・” ． ・・…” 乾瞳果物
Fruchtsafte ・・・・・・………”．．． ジュ スー
Wern …山・・・・・・・・・・・・・・...... ワイン
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che Nachrichten, 39, Jahrgang 1984 ( Neue Folge ), Heft 1を入手したが，貴重な資料
と思われるので掲載し，合わせてオーストリアの食料事情について若干の考察をしてみたい。




表2 Heimische Produktion des gesamten Verbrauches bei wichtigen 








1979／初 1980 I 81 1981 I舵 1982／お
Pflanzliche Erzeugnise 植物性食品
We1zen…山 ・ ・“…・ 4、麦 109 125 124 102 l叩 124 149 
Roggen………...…H・H・－－－…ライ麦 104 ]12 l5 94 13() 1(目 120 
Getste …..・・－・ ・大 麦 9 10 107 95 10 96 109 
Hafer ・ ・ ・ ・・山…・ オート麦 95 98 98 哩1 99 98 9 
Mais…………........……・・とうもろこし 97 97 92 9 97 10 109 
Getreide insgesamt 穀類の合計 101 105 106 98 no 105 l6 
Kartofeln………………… じゃがいも 98 98 98 98 99 98 98 
Zucker ……山” ・ －砂槍 128 13 96 107 17 132 159 
Gemlise ・ ・ ・・……・・…・“野 菜 84 86 邸 83 8 86 86 
Frischobst ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・…・果物 70 fil ω 6宮 71 関 76 
Wem………..・M・－”... 91 98 ]13 102 l倒｝ 76 170 
Pflanzliche色le…・………u 植物油
Tierische Erzeugnisse 動物性食品
Rindfleisch……………・・牛 肉 104 13 ]12 16 12 ll 17 
Kalbfleisch・H・M・－…………－子牛肉 79 81 78 花 83 86 89 
S chweinefleisch ・ ・………豚肉 98 98 IOI IOI 93 98 10 
Geflugel fleisch・・・ ・鶏 肉 82 宮1 84 IT 87 8 90 
Fleisch insgesamt 肉類の合計 97 I（同 10 102 97 I（同 102 
Schlachtfete ・ ・・……… 動物性脂肪 109 107 10 10 103 l出 l的
Trinl《volmilch ・・－… 全粉乳 101 l副］ l四） 10 101 10 101 
Kase ・H・….・”. . .. f -j 171 180 174 17 178 189 175 
Butter ・ ・ ・ ・ ・ ・…山 バター 106 102 98 102 101 105 10 
Eier ・・H・....……・・・…－ 卵 79 85 84 84 85 86 邸
表3 Grad der Selbstversorgung mit Nぬrungsmittelnnach 





1974 I 75 bis 1978 I 79bis 1978/79 1979／鈎 19印／81 1981/ 82 1982 I 83主要グル プー
19π／78 1981 I 82
Mehl und Nahrmitel 穀類 l0.3 125.3 132 120 151 140 170 
Fleisch 肉類 97.5 98.8 10 102 97 101 103 
Fett (in Reinfet) 脂肪 54.3 52.5 5 56 50 49 52 
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19市／乃 I19乃／切 I1980/81 I 1981／飽 I19位／お Iin叫zu
項目
Weizen (Mehl) ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・….....小麦
Roggen (Mehl）…・”...…………山ライ麦
Gerste (Nihrmitel）……………大麦
Hafer (Nahrmittel) …....・・・・・ オート麦
























































































































































S chweinefle,sch ・ H・………”・・・豚 肉
lnnereien ・・ ・ ・ －…………・・・内 服
G eflilgelfleisch………………・””鶏肉
Anderes Fleisch ・ ・ ・・…………・ その他の肉類
Fle1sch insgesamt……・・” 肉類の合計
E1er………H ・”．．．．． ・ ・山卵
F rise he F 1sche …..・H・－目H・H・－魚





Obers und Rahm…・……………山生クリー ム
Kondensmilch ・H・ ・・・ コノデンスミルク
Trockenvollmilch………….......…全粉乳
Trockenmagermilch …………・” 脱脂粉乳




F1schole…・・・・・・・ ・・…山 魚 油
Schlachtfette (Produktgewicht) ・・ 動物性脂肪





F ruchtsafte ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Yユース
Wem －－－－… ・・・…・・……ワイノ
Bier －・ ・・目・H・M・－…・・………” ピ ルー
????????????
?
???? 45.2 I 47.6 I 47.7 I 0.21 
4.5 I 4.6 I 4.4 I -4.35 
1.0 I 10.8 I 10.2 I 5.56 
1.6 I 1.5 I 1.5 I 0.0 











































































































ん白質，植物性たん白質摂取量は，それぞれ40g , 39. 6 g （昭和57年度国民栄養調査結果）で，
その比率は 1: 1であるが，オーストリアは 2: 1で，動物性たん白質の割合が多くなってい
る。その上，オーストリアの脂肪摂取量は156gであり，日本の58gに比べると約100gも多い。
表5 Tagesjoulesatz (Tageskaloriensatz) und Gehalt an ern油rungsphysiologischenGrundstoffen 
1日のエネルギー消費量とたん白質 ・脂肪の摂取量
Bezeichnung 
Wert des gesamten durchschnitl 
Lebensmit,・iverbrauches 
19η／九11似 /75119百／7611976/7119η／78l1978/79J 1979／加I19鈎／81J1981/82J 19但／お
Joule (Kalori ) jeKopf und Tag l日i昔たりγユ－ル（キ口カロ＇）－
ニリ Iー1::~: I 羽 引 1：：~~~ 11::: 11な11:::11引 1：：~：I ': :~ 
Gramm je Kopf und Tag l日当たりグラム世
Tie h Eiw i/1 …｜ ω 
:l;'.ic.hes. ~i~e…M・……………・・…… 植脂物性肪とん自質 30 




















(1984. 9 . 11) 
